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背割堤先端へのフットパス整備

（ゾーニング計画の実現）

・低負荷型整備

・展望の確保

バーベキューエリアの拡大（魅力の向上）

・春、秋のバーベキュー利用の増加に対応

周遊園路の整備

（魅力の向上）

・背割堤地区の回遊性の向上

・眺望の確保

サービスセンターの整備

（快適性の向上）

・防災活動の拠点、防災情報の提供

・案内、管理、住民参加拠点、

体験学習、周辺情報発信など

・広域サイクリングの拠点、バス転回所

背割堤遊歩道の再整備

（快適性の向上）

・バリアフリー対応等

親水空間の整備

（ゾーニング計画の実現）

・水遊び広場

・水辺の自然観察会

水洗トイレの整備（快適性の向上）

・水洗トイレの整備

・洗い場の整備

緊急用河川敷道路

遊歩道（主園路）

遊歩道（副園路）

幹線道路からのアクセス路

凡 例
ゾーニング計画の実現に関する内容

魅力の向上に関する内容

快適性の向上に関する内容

■背割堤地区の整備項目に関する収集意見（ウェブ・アンケート結果より）

上流域の河川公園整備に関する収集意見

今後の河川公園の整備の方向性 背割堤地区の整備に期待するもの
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現在よりも増やす ← 現状のままでよい → 現在よりも減らす
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水飲み・手洗いについて景観について
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1島本町

1大山崎町

66八幡市

11京都市伏見区

1久御山町

1長岡京市

1高槻市

4枚方市

人数居住地

背割提地区来園者
の居住地

自然環境の保全・再生を希望する
人は、運動施設の整備を希望す

る人を３倍以上、上回っている

６割以上の人が整備を期待している「場」
４人のうち３人は、水飲み・手洗
いが不足していると感じている

４人のうち３人が、背割堤地区は
景観を楽しめると感じている
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２

堤防強化等の実施

・堤防強化の実施

・緊急用河川敷道路の整備

（河川事業）

眺望広場の設置

（魅力の向上）

・水辺が眺望できる開放的な空間の確保

駐車場の緑化等

（ゾーニング計画の実現）

・駐車場の緑化

・手洗い、休息施設

誘導・案内サインの設置

（つながりの改善）

・誘導機能の改善

管理所・トイレの移設

（快適性の向上）

・トイレの水洗化

運動施設の規模縮小

（ゾーニング計画の実現）

・既存野球場の移動

・規模縮小

（１面：社会人→少年野球）

・木陰の設置（中高木）

親水空間の整備

（魅力の向上）

・水辺へのアクセスの改善

グラウンドの緑化

（ゾーニング計画の実現）

・既存コートの移動、芝生化

多目的広場への転換

（ゾーニング計画の実現）

・テニスコートの縮小（3面→2面）
・ゲートボール場の廃止

緊急用河川敷道路

遊歩道（主園路）

遊歩道（副園路）

幹線道路からのアクセス路

凡 例

ゾーニング計画の実現に関する内容

魅力の向上に関する内容

快適性の向上に関する内容

つながりの改善に関する内容

■島本地区の整備項目に関する収集意見（ウェブ・アンケート結果より）

今後の河川公園の整備の方向性 島本地区の整備に期待するもの親水性について

今ある自然環境

は縮小して、運
動施設の整備を

進める

3%

今ある自然環境
は維持して、運

動施設の整備を
進める

15%

今の自然環境と
運動施設のバラ
ンスでよい

31%

今ある運動施設
は縮小して、自

然環境の保全・
再生を進める

7%

今ある運動施設

は維持して、自
然環境の保全・

再生を進める

44%

22.1%

14.7%

29.4%

33.8%

30.9%

27.9%

36.8%

25.0%

36.8%

30.9%

30.9%

26.5%

38.2%

51.5%

32.4%

32.4%

33.8%

39.7%

1.5%

4.4%

2.9%

2.9%

1.5%

1.5%

2.9%

1.5%

1.5%

0.0%

4.4%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自由に使える広場

スポーツ施設

自然とふれあう場

水に近づける場

景観を楽しむ場

自然環境

現在よりも増やす ← 現状のままでよい → 現在よりも減らす

N=68

1八幡市

5大山崎町

42島本町

19高槻市

1茨木市

人数居住地
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日陰について

案内・誘導標識
は不足している

56%
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は適切である

0%

案内・誘導標識
はやや適切
である

3%

案内・誘導標識
はやや不足して

いる

22%
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水に親しめないと感じている人が、親し

めると感じている人よりかなり多い

自然環境の保全・再生を希望する
人は、運動施設の整備を希望す

る人を２倍以上、上回っている
半数以上の人が整備を期待している「場」

50%
４人のうち３人は、日陰が不足し

ていると感じている

８割弱の人が、案内・誘導標識が
不足していると感じている


